
 

 

 
 

株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）は、東北大学発スタートアップ企業である 

NanoFrontier株式会社（代表取締役 井上 誠也、以下「当社」といいます。）に対し、  

再沈殿法による有機ナノ粒子の研究開発および製造受託等に向けた支援の一環として  

融資を実行いたしました。 

当行は、多様化する経営ニーズに対し、適切なソリューションを提供することにより、

お取引先企業とともに地方創生の推進に取り組んでまいります。  

 

 

１．内 容  

当社は、中小企業庁より「令和7年度成長型中小企業等研究開発支援事業」の補助金

交付対象事業者として選定されており、近年、規制が強化されている特定PFAS（1万 

種類以上ある有機フッ素化合物の総称）の検出において、従来の技術よりも高感度で 

簡便性および低コスト等の優位性がある手法の確立に取り組んでおります。今般、その

取組みに向けた支援の一環として、当社に対する融資を実行いたしました。 

 

２．当社概要 

東北大学発スタートアップ企業として、当社独自の技術である「再沈殿法」を活用し、 

粒子化技術による機能性有機材料の開発・事業化を目指し、2025年4月に創業しました。 

当社の主力技術である「再沈殿法によるナノ粒子生成技術」は、不純物のない粒子化を

実現することが可能であり、医薬およびエネルギー等の幅広い分野において、化合物の

新たな機能発現や高性能化を実現する新技術として期待されています。 
 

企 業 名 NanoFrontier株式会社 

本社所在地 
宮城県仙台市青葉区片平2‐1‐1 東北大学産学連携先端材料研究開発

センター215号室  

設 立 2025年4月 資 本 金 1億円 

事 業 内 容 

（１）有機ナノ粒子化技術を用いた試薬品・機能性材料の研究開発、 

製造および販売 

（２）有機ナノ粒子の製造受託および関連技術の提供 

（３）有機ナノ粒子化技術分野における技術ライセンスの供与および 

技術コンサルティング 

（４）前各号に付帯関連する一切の事業 

ホームページ https://nanofrontier.jp 
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  もっと、ずっと、地域と共に。 
七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 

－１－ 

https://nanofrontier.jp/


（応用分野の例） 

 

 

 

（関連するＳＤＧｓ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２（終）－ 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国際目標であ

り、17のゴールと、169のターゲットから構成されています。 

七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 ～ もっと、

ずっと、地域と共に。～」を表明し、ＳＤＧｓに対する取組みを更に強化するた

め、2021年10月より「ＳＤＧｓ実践計画」を策定しております。 


